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車
門
自
治
会
は
現
在
、
会
長

を
中
心
と
し
て
副
会
長
二
人
、

会
計
二
人
、
書
記
二
人
、
各
班

の
理
事
六
人
、
監
査
二
人
の
体

制
で
運
営
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
、
役
場
な
ど
の
主

催
行
事
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、

盛
岡
中
央
消
防
署
鐚
巻
分
署
の

協
力
を
得
て
、
人
命
救
助
及
び

避
難
訓
練
講
習
会
を
開
催
。
災

害
時
の
救
命
救
助
に
自
治
会
み

ん
な
で
対
応
で
き
る
よ
う
多
く

の
方
が
参
加
し
ま
し
た
。
そ
の

お
か
げ
も
あ
り
、
秋
の
大
雨
災

害
の
際
に
は
自
治
会
館
に
本
部

を
置
き
、
災
害
対
策
に
自
治
会

一
体
と
な
っ
て
対
応
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
江
刈
地
区
の
文
化
祭
で

の
カ
ボ
チ
ャ
コ
ン
テ
ス
ト
に
自

治
会
で
取
り
組
み
、
独
自
の
コ

ン
テ
ス
ト
も
行
っ
て
い
ま
す
。

収
穫
し
た
人
す
べ
て
を
表
彰

し
、
カ
ボ
チ
ャ
を
展
示
し
ま
し

た
。
役
員
だ
け
で
は
な
く
自
治

会
員
皆
さ
ん
の
ア
イ
デ
ア
や
要

望
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
た
活

動
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
さ

ら
に
は
、
毎
年
新
年
会
を
開
催

す
る
な
ど
会
員
間
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
大
切
に
し
、
活

性
化
に
つ
な
げ
て
い
ま
す
。

自
治
会
の
活
動
で
は
、
会
員

の
方
々
の
職
業
や
技
能
な
ど
を

生
か
し
、
負
担
の
無
い
範
囲
で

提
供
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、

都
合
の
つ
く
方
が
率
先
し
て
参

加
で
き
る
よ
う
な
体
制
づ
く
り

に
努
め
て
い
ま
す
。

今
後
も
役
員
を
中
心
に
若
い

世
代
の
力
を
積
極
的
に
活
動
へ

活
用
し
な
が
ら
協
働
の
町
づ
く

り
を
実
践
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

コンテストに出品されたカボチャを品定めする人たち

◇
文
・
写
真
　
自
治
会
提
供

本
宮
正
志
会
長
〔
76
世
帯
〕

平
成
５
年
７
月
30
日
設
立

車
門
自
治
会

車門

まちづくりの原動力「自治会」
の活動を紹介します。

広
報
室
か
ら

広
報
室
か
ら

◎
生
ま
れ
て
こ
の
か
た
○
○
年
、

あ
れ
ほ
ど
穏
や
か
で
雪
の
な
い
一
月

は
初
め
て
で
し
た
。
と
て
も
楽
で
う

れ
し
い
。
で
も
大
丈
夫
か
な
？
地
球

温
暖
化
が
進
む
と
約
二
十
年
後
、
世

界
の
大
半
の
50
億
人
が
水
不
足
に
な

る
と
予
測
さ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

日
本
の
食
料
自
給
率
は
28
％
で
、
食

料
危
機
の
危
険
性
は
か
な
り
高
い
と

か
。
遠
い
将
来
の
話
と
思
わ
ず
に
、

自
分
た
ち
の
ツ
ケ
を
次
の
世
代
に
残

さ
な
い
よ
う
、
今
か
ら
で
き
そ
う
な

こ
と
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

(

落
合
）

◎
先
月
号
で
紹
介
し
た
上
田
野
地

区
に
飛
来
し
た
白
鳥
の
親
子
。
年
末

年
始
に
子
ど
も
た
ち
を
連
れ
て
見
に

行
き
ま
し
た
。
が
、
何
度
行
っ
て
も

も
ぬ
け
の
殻
。
気
配
す
ら
な
く
が
っ

か
り
。
▽
先
日
、
白
鳥
た
ち
が
再
び

戻
っ
て
き
た
こ
と
を
耳
に
。
早
速
、

現
地
へ
。
同
じ
場
所
で
相
変
わ
ら
ず

寄
り
添
っ
て
い
ま
し
た
。
た
だ
一
つ

違
う
の
は
、
親
と
同
じ
大
き
さ
の
子

白
鳥
の
姿
。
ど
の
世
界
で
も
子
ど
も

の
成
長
は
早
い
で
す
ね
。
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外谷秀之助（88 境の沢）伊三郎
近藤　ミナ（94 田 子）幸次郎
土谷　タキ（92 茶屋場）タ　キ
西嶋　卓雄（76 新 町）利　喜
遠藤　定雄（86 星 野）信　一

～以上12月届け出分・敬称略～

〔世帯主〕

町の人口
19.１.１現在 （前 月 比）

男 4,026 人 （－39）
女 4,217 人 （＋31）
計 8,243 人 （－38）

世帯数　2,917 戸　（＋31）
（住民基本台帳）
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※広報に載せてほしくない方は届け
出のときに係にお話ください。

橋場　学　　小　田　顴太郎
野辺友佳子　盛岡市　行　正（

〔世帯主〕


